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地球物質としての人類

福岡通産局の研修会から

吉井守正(九州地域地質センタｰ)

�物���獅�

まえがき

福岡通産局鉱山部の測図課が主催するr地質研修会｣

は元地質調査所九州出張所長の原田種成氏を講師にし

て約6年前からほぼ毎年福岡通産局で開かれてきた.

昨1988年には舞台を九州地域地質センタｰ㌃こ移して

開かれた.通産省の職員以外の人達も多数参加し約

40名が出席Lた･講演は原田氏のr法定鉱物につい

て｣と筆者の(標題)たどがあった.講演に続いて

主ソタｰに展示してある岡本標本の見学会も催した.

筆者は人と地学との係わりを専門外の人達に気楽に

聞いてもらおうと思い切ってくだげた講演内容にし

た･これはそのテキストである･内容が大さっぱ過

ぎるかとしぽらく放置していたがこのようたのど

かた話題もたまにはよいだろうとも考え直し一部修

正したものをお読み頂くことにした･以下講演の

｢実況録音｣的た筋書きである.

且.人類は大自然が好き

クイズでr動物･植物･鉱物･岩石の名前をそれぞれ

5種類ずつ挙げよ｣と出題されたら皆さんはどうでL

ようか.動物･植物については簡単に答えられますが

鉱物となると難間かもわからないし岩石はもっと難し

いと思います1

生物は見れば種類がおおよそ削るほど日常的ですが

鉱物はややたじみが薄く岩石に至っては一見した

だけでは専門家でも直ちには種類がわかりにくいと

いう取りつきにくさがあります.学校現場でも地学

教育があまり充実していないのが実情ですから鉱物や

岩石なども含めた地学全般についての知識が乏しいとし

ても皆さんの責任ではありません.

山や海の好きた人は多く週末には観光地に人六がど

っと繰り出します｡最近は森林浴などといって新鮮

た空気をたっぷり吸う人もいます.このように人類は

大自然に愛着と心の安らぎを感じます.また大地を

耕して食糧を得ているし地下資源を開発･利用して

今日のようだ高度の文明を築いてきました.
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ですが一歩下がって考えてみると我六はこの自然

広く言えば地球を利用の対象とだけ考えてはいたいで

しょうか.でも実際には人類と地球との関係は我々

が想像するよりもはるかに密接です.ただこの深い

係わりに気付いていたいだげとも言えます.そこで

今回はこの点について少し考えてみましょう.

2.密室の且週間

｢規則正しい生活｣という言葉があります.ここで

我々は暗黙のうちに｢1目24時間のリズムを守ろう｣と

考えているのではないでしょうか.人類は先祖代六

目中に活動し夜は眠って太陽と共に生活してきまし

た｡だから我六の体は1目を24時間とするリズムを

持っているように思えます.｢でもそれは本当だろう

か｣と疑った科学者がいました.そして人問の体内

時計がユ目を何時問として刻んでいるか実験してみまし

た.その結果意外た事実が見つかりました.まず

この話から始めましょう.

実験は外界から目先や音などがまったく入らたい

隔離された部屋で被験者に1週間生活してもらいま

す｡その部屋はバス･トイレ･キッチンだと生活に

必要た設備は完備し食糧も十分に供給します.部屋

には書籍やスポｰツ用品だとは持ち込んでもよいですが

時計･ラジオ･テレビだと目付や時刻がわかるものは一

切持ち込めません･内部の照明は被験者が自由に点滅

できます.

その部屋の中で被験者は｢夜にたった｣と思ったら寝

て｢朝が来た｣と思ったら起きるという生活を続け

ます.生活の様子は何らか形で外部から観察Lて記録

をとり被験者にも目記をつけてもらいます.こうし

て被験者が｢ちょうど1週間経過した｣と思った時点で

部屋から出てもらい本人が感じた滞在時間の長さと

実際に経過Lた時間とを比べてみます.

実験の結果外界から影響されたい環境での人間の体

内時計は1日を25時間で刻んでいることが判明しまし

た･この実験は外国でも日本でも行われましたが結

果は同じてした.�
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第工図霊長類が水に溺れるわげを説明する筆者

すたわち霊長類は脊柱に対して顔面が直角に付いている.

2屋歩行には便利だが水面に対してうつ伏せになる.

(撮影濱崎聰志技官)

3.1目25時間の謎

この研究はNHK教育テレビジョンの番組でも紹介さ

れました.番組の中ではたぜ人類の1目が25時間に

たるかについては説明されませんでした･そこで私

はこの25時間という値について地学的た立場からひ

とつ仮説をたててみました.それは｢体内時計が月の

動きと関係Lているのではたいか｣というものです･

月の出の時刻は毎日52分ずつ遅くなります･申すま

でもなく月の満ち欠けもこれに由来します･古典を

ひもとくと満月を望月(もちづき)と口乎び以後十六

夜(いざよい)の月･立待ちの月･居待ちの月･寝待ちの

月と夜ごとに出るのが遅れてしかも欠けていく月に

それぞれ名前が付いています.

つまり月の動きを基準にした1目は約25時間です･

さらに満月から次の満月までの日数すたわち月の公

転周期は29.5目でこの値は女性の性周期(平均28日)と

も大体一致Lます｡このように人類の体内時計と月と

の関係がうかがえます.直接的た影響としては月の

引力がもたらす潮の干満が関与していると考えます･

ではなぜ体内時計が潮汐と係わりをもつのか我々の

祖先に遡って考えてみましょう.

ムウミガメの産卵

人類は哺乳類に属します.詳しくは脊椎動物門

哺乳綱霊長目ヒト科です.ちたみにゴリラ･チ

ンパンジｰ･オランウｰタンも霊長目に属します.そ

れらの共通点は2本足で歩行し水に溺れることです

(第1図).ダｰウィンが化石と地層との関係をもとに

組み立てた進化論(r種の起源｣1859)によると最も進

化した動物は哺乳類です.いまこの進化の過程を哺

乳類から鳥類･爬虫類･両棲類･魚類まで遡ってそれ

らの特徴を比べてみましょう(第1表)｡

性質の違いをみると哺乳類だけが直接子を産みそ

れ以外は卵で産みます｡鳥類までが子育てをします.

爬虫類までは肺浮吸ですが魚類は鯛で呼吸します.

両棲類は爬虫類と魚類の中問型です.つまり哺乳類

から魚類に向かって海水との縁が次第に深まる図式とた

ります.事実生物は約4億年(デボン紀)以前には海

の中だけに住んでいました.

ここで爬虫類の一種ウミガメの産卵について考え

てみましょう･徳島県の目利佐町でウミガメが卵を産

みに来るのは満月の晩です｡この目が大潮であるこ

とをウミガメは知っているようです.このようた習性

がいわゆる遺伝子情報として我六霊長類にまで伝え

られそのため我々もr太陰暦｣の体内時計を持ち続け

ているのではたいでしょうか.

第1表おもな動物の比較

体温呼吸発生

哺乳類恒温肺胎生

島'類〃〃卵生

爬虫'類愛混〃〃

両棲類〃肺/鯉〃

魚類〃鯛〃

子育て生活例

する陸/(水)ヒト,イルカ

〃〃ハト､カモメ

しない〃ヘビ,カメ

〃陸/水カエル,サンショウ才

〃水イワシ,コイ
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策2表地球型惑星の大気の比較

金星地球火星

窒素3.蝋78名2.7完

酸素0.0069210.13

二酸化炭素960.03295

理科年表(1988)

さらに哺乳類の胎児を包んでいる羊水の化学成分を

調べてみると海水の組成とよく似ています(井尻･湊

｢地球の歴史｣岩波新書).つまり哺乳類は現在でも胎内

にポｰタブルた｢海｣を備えています･我々の細胞や

血液などにも食塩(NaC1)が含まれその濃度が海水

(3.5劣)に極めて近いことも我々がかつて海中生活老

であった名残でありましょう.これについてはあと

で再び触れます.

5.人体の化学組成

どうやら人類の祖先は海と深く係わってきたらしい

ことはわかりました･そこであらためて人問の体が何

でできているか考えてみましょう･まず脂肪を元素

にバラしてみると炭素(C)･水素(H)･酸素(0)か

ら構成されています.筋肉などを作る蛋白質にはこ

れらに窒素(N)が加わります.我六はこれらを食物

として他の動物や植物から取り入れていますがそのも

とを迫ると水素と酸素は水(亘｡0)であり窒素も大

気から得られます.

問題は炭素です･炭素は二酸化炭素(CO･)として

大気中にO.032%含まれているに過ぎません.緑色植

物は光合成によってそのわずかな二酸化炭素を糖質に

変えて植物体を作り代わりに酸素を放出します･動

物は植物を食べ(肉食獣は草食獣を食べ)そのうえ植物が

作ってくれた酸素を呼吸しています･つまり動物の生

命は究極的に植物に依存しています｡

二酸化炭素についてもう少し詳しく述べましょう.

最近人工衛星の打ち上げによって火星や金星の大気

の組成が明らかにたりました･体積百分率で表わすと

次のようにたります(第2表).

すなわち金星や火星の大気は二酸化炭素がほとんど

を占め逆に酸素は徴六たるもので地球の大気とはま

ったく異なった組成を示します.これは金星や火星

には地球にいるようた生物は住めたいことを物語って

います.地球が金星や火星と同じ太陽系の惑星であ

1989年5月号

ることを考えると地球の大気もかつてはそれらと同

じような組成であったと推定されています.

現在のような酸素に富み二酸化炭素に乏しい組成に

なったのは地球の歴史のある時期に葉緑体を備えた

緑色植物が出現したお蔭です.海中で緑色植物が繁茂

して光合成の結果多量の酸素を発生させました.

その酸素を呼吸する動物中でも石灰質の殻をもつ種類

(フズリナ･サンゴだと)が大発生しその遺骸が海底に堆

積しました.そして大気中の二酸化炭素の大半が炭

酸ガルシュｰム(CaC03)すたわち石灰岩として固定され

その分たけ大気中の二酸化炭素が減少したのです､

最初の生物はいまから35億年前に海水の中で誕生し

ました.しかし誕生から30億年以上もの問生物は陸

上に住めませんでした.太陽光に含まれる紫外線によ

って死滅するためです.原理的には我六が布団など

を日光消毒するのと同じです.

緑色植物による光合成で海水申の酸素(O｡)が増加

するにつれて大気中の酸素もふえその一部が成層圏

に上がりオゾン(O｡)層ができました.それが紫外

線を遮断するカｰテンの役目をして生物が陸上でも安

全に生活できるようにたりました.この環境変化によ

って約3.5億円前(石炭紀)から植物が先ず上陸して繁

茂し餌を求めて動物達も後を追いました.

ちたみに冷蔵庫の冷媒などに使われているフロンガ

ス(CHC1F2だと)が現在問題となっています.その

訳はこのガスが成層圏に昇り紫外線の作用で分解し

ます.そのとき分離された塩素(CI)にオゾン層が破

壊されて紫外線を遮断できたくたります･その結果

強い紫外線が地表に達するため人類が皮膚癖にかかる

恐れが出てきたからです.

ともあれ緑色植物の光合成による大気の組成変化と

生物進化との因果関係は絶妙かつドラマチックであり

ます.この辺りの話題は先年NHK総合テレビジョ

ンの特集番組r地球大紀行｣のシリｰズでも取り上げら

れましたのでご存知の方も多いと思います.

6.骨格や血液の｢岩石学｣

我六の骨格は燐酸ガルシュｰム(Ca3(P04)｡)からでき

ています.また血液に含まれる赤血球中のヘモグロ

ビン(蛋白質の1種)には鉄(Fe)が含まれています･

食塩(NaC1)も体に必要なことは周知の通りです･以

上のことを念頭に置いて地殻(岩石)の化学組成を調

べてみましょう(第3表)｡

岩石の化学分析値は一般には酸化物の重量百分率

(重さの比率)で表しますがここでは判り易くするため�
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第3義金地殻の化学組成

酸化物重量百分率元素原子比
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重量百分率は理科年表(1988),

原子比は筆者が言上算

に原子比(原子のr個数｣の比率)に換算した値も示し

ました･表から骨格や血液に必要たFe･Ca･Na･Pが

すべて岩石の主成分であることが削ります.ちたみに

食塩中の塩素(C1)は初期の時代に火山活動で地下か

らもたらされ現在は海水に溶けています.

ここでひとつ重要たことがあります｡鉄には2価と

3価の状態があり赤血球がこの性質を巧みに利用して

肺から得た酸素を動脈を通じて体の各細胞に供給して

いることです.このときヘモグロビン中の鉄は酸素

を多く含んだ3価(Fe･3)です･これは顔料のベンガ

ラと同じですから動脈血は鮮血です.酸素を細胞に

渡して肺へ戻る赤血球の鉄は還元されて2価(Fe+2)に

なっています.だから静脈血はどす黒いのです.

ちなみに第3表から地殻(岩石)の中で最も量的に

多い元素は酸素であるという事実も読み取れます.

Lかも酸素イオンは金属イオンの約2倍の半径をもっ

ています｡したがって体積では約8倍にもたります.

言い換えれば我六が踏みしめている大地は酸素の塊

です.Lかも我六は大気中の酸素を呼吸しているの

ですからまさにr酸素漬け｣の生活です.

7.いま知恵を問われている人類

これまで人類と地球との係わりについて進化論だと

の知識をもとに述べてみました･これで判ったことは

大気･海水･岩石のような無機物質が人体の素材であり

しかも生命の源であるという点です･つまり岩石も人

類も地球ひいては太陽系という巨大なシステムの一

員に過ぎたいのです｡

岩石が雨風にさらされて風化された結果アルミニウ

ム(A1)や珪素(Si)以外の元素は流れ去って目減りし

入れ換わりに水が加わったものが粘土です･粘土は植

物が生育する土壌でもあります.肥料のもとである燐

酸(P･05)やカリウム(K)は前にも述べたとおり

岩石の主成分です.動物は植物が光合成の結果放出

した酸素を吸い植物を食べて生命を維持しています､

生物の死後その構成物質は他の生物に食べられたり

(腐敗は細菌に食われる姿)分解したりして大気や水

中･地中に還ります.

自然破壊という言葉をしばしば耳にします･大気汚

染や森林の伐採による砂漠化だとが実例として思い

浮かびます･さきほどのフロンガスの問題もそうで

す.しかし考えてみれば大気中の酸素の増加もまた

緑色植物の出現による地球史上の重大た自然破壊の姿

でありました･酸素呼吸をする我六人類はその恩恵

により出現できたのですがその一方で酸素の増加に

よって生活できたくたり絶滅した種も多かったようで

す.

地球というシステムはひとつのバランスが崩れると

新しい平衡を求めて環境を変化させます･その新しい

環境に順応できる生物は繁栄しそうでない生物は死滅

します･だから人類が高度の文明社会を作って自然

を破壊しその結果自分自身が滅亡するようたことがあ

っても地球規模で眺めれば冷酷なようですが単な

る自然の摂理に過ぎ改いのです.

つまり地球は人間の思惑とは無関係にその住人セ

ある生物達を包み込みそれらと相互の関係を保ちなが

ら再び還ることのない進化の道程を歩み続けている

のです.その意味でも現在人類は自らの知恵が試さ

れていると言えます.

これで講演を終ります.
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